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一般社団法人福井県身体障害者福祉連合会
E― mail fod@fki。¬tweb.or.jp

〒910-0026

福井市光陽 2丁目3-22 福井県社会福祉センター内
TEL 0776-27-1632 FAX 0776-25-0267

福丼県障害者社会参加推進センター
E― mail fsc@fkiofitweb.or.jp

ホームページ

https://fukui― hp.normanet.ne.,p/index.html

ホームページの URLが変わりました。
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Ⅲ` 第71回 福井県身体障がい者福祉大
盛大に開催される
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14日 (日 )越前市文化センターにて、第71 福井県身体障がい者福
第71回 福井県身体障がしヽ書福祉大会

祉大会が多くのご来賓ご臨席のもと、県内各地から会員や関係者約280

名が参加し盛大に開催されました。

第一部式典では、自ら障がいを克服 し自立更生された方や、更生援護

に尽力された方々に対する表彰式が行われ、知事表彰受賞者9名の方々

には鷲頭副知事より、福井県身体障害者福祉連合会長表彰受賞者8名の方々には橋本会長より、それ

ぞれ賞状と記念品が授与されました。

第二部記念ステージは、「武生プティト・アンサンブル」の皆さんによる吹奏楽団の演奏があり、会

場全体が一体となり楽しいひとときとなりました。

第三部議事においては、改正障害者差別解消法の理解啓発の促進や自治体において、障がい特性

に配慮した避敵所・福祉避難所の確保や障がい者支援体制の確立が図られるよう努めることを含め

4項 目の大会決議が満場一致で採択され、来年度開催の坂井市身イ本障害者福祉協会に大会旗が引き

継がれました。

なお、受賞された方々は次のみ

なさんです。

こころよりお祝い申し上げます。
『自立更生者』

福 井 市  西 堀 聖 菜
あわら市  島 崎 貴 裕
坂 井 市  堤  莫 哉
永平寺町  林  元 樹
『更生援護功労者』

永平寺田」
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大岸 美智子

福井県知事表彰
【9名】
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福井県身体障害者
福祉連合会長表彰

鯖 江 市  桑 原 彰 三
『更生援護功労者』
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【8名】

『自立更生者』
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大
会
決
議

一、改正障害者差別解消法の理解啓発を促進しょう

一、自治体において、障がい特性に配慮した避難所 。福祉避難所を確保し、

情報伝達や避難誘導など実効性のある障がい者支援体制を確立しよう

一、ハード・ソフト両面のバリアフリー化をさらに促進しよう

一、新会員の獲得など組織体制の強化に努めよう

令和7年 9月 14日   第71回 福井県身イ本障がい者福祉大会
以上決議する。
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鶯山本 美智子 氏
＼:当Ⅲ合会
働末臣表彰

心よりお祝い申し上iげます。

体障害者福祉協会会長

」を受賞されます。

熔 ユニパ…甘「Lビ…手ザロゴェ守ト
「できた /」 に繋がる様々なアイテムとアイデアを駆使して、ユニパーサルピーチを実現 /

多くの車いすユーザーが車いすで海を楽しむという諦めがちなアクティビティにチャレンジ /

一昨年。昨年と教賀で福井県初のユニバーサルビーチプロジェクトが

開催され、参加した人から嶺北の海でもやりたい |と 有志が集まリプロ

ジェクト始動。

嶺北開催にあたり、坂井市五国。雄島地区まちづくり協議会さんが主催す

る海に親しむ催し「海からのおくりもの」の 1つのアクテイビテイとして、

8月 23日 (土)三国サンセットビーチやヨットハーバー等で開催されました。

海の家常設のスロープを降リコンパネ20枚以上を砂浜に敷き、ベーステントヘの動線を作り砂浜

を車椅子で移動するバリアフリー空間が出来上がりました。

ユニバーサルビーチ体験では、坂井市などが所有する水陸両用車いす 2台を活用。

初めて海に入る障がいのある人も参方Bし、波の音に負けない位の悲鳴と歓声があ

がっていました。

この「海からのおくりもの」では、「はまぐり掘り」や「東尋坊遊覧船」も体験しま

した。

また最後には、大試食会があり、ワカメおにぎりやサザエのつぼ焼きなど地元

の食材に番鼓をうちました。

来年もぜひ皆さんの素敵な笑顔に出会えることを楽しみにしています。

ユニパーサ「Lビー手とlき…

障がいがある人、家族や仲間、小さなお子さんやご高齢の人まで、みんなが気軽に安心して

海を楽しんでもらえるビーチです !



(3)サ幕99→争 令和 7年 11月 25日

富山オープン卓球パレー大会「チームあわら」
j提
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9月 7日 に第13回富山オープン卓球バレー大会が、富山市大沢野会館で行われ、福井県からの3チー

ムを含め11チ ームが出場し、あわら市身体障害者福祉協会の

「チームあわら」が昨年に引き続き見事連覇を達成しました。

「チームあわら」は平成28年6月 に結成され、炭谷会長を中心に

男女混合のチームで、現在15人のメンバーが毎週土曜日に練習

しているとのことです。連覇本当におめでとうございます。 ど

福井県身体障害者福祉連合会では、障がい者の

処遇改善のため毎年福井県知事あての要望書を

提出していますが、本年は 9月 1日 に橋本会長と

フ田常務理事が県庁に赴き、岡田副部長に直接要

望書を手渡し、3点について要望を行いました。

なお、要望内容及び県からの回答については下

記のとおりです。

鸞
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0

0

視覚障がい者の移動の安全確保を図るため、点字ブロックやエスコートゾーンの敷設を進めて

いただきたい。

点字ブロッ
`フ

については、県管理道路の歩道においては、「福井県福祉のまちづくり条例施

行規則」等に基づき、駅やバスターミナルなど公共交通の施設周辺、視覚障がい者の利用が多

い施設と駅などを結ぶ歩道において、周辺の環境や交通量等を勘案し、順次設置している。引

き続き、県と市町で‖青報共有するなどして利用者のネットワーグが形成できるよう、取り組ん

でいく。

エスコートゾーンについては、視覚障がい者の安全性及び利便性を向上させるため、道路箇

理者と連携し、必要な箇所には設置していくとともに、補修が必要な場合は速やかに対応して

いく。併せて、障害者週間や「共生社会に関する出前講座」などを通じて、視覚障がい者の特

性や配慮について周矢□啓発し、安全の確保などよりよい暮らしに向けて、県民の理解促進を図つ

ていく。

障がい者を含めた要配慮者が避難生活する福祉避難所等の整備を地域福祉支援計画通り確実

に進めるため、市町に対する財政支援の拡充と指導をお願いしたい。

県では、令和 5年度から福祉避難所における避難生沼に必要な資機材の購入経費、開設運営
訓練の実施に対する市町への補助を実施しており、令和 8年度以降については、拡充を含めて

検討を行つていく。

また、福祉避難所運営マニュアルの作成を促し、福祉避難所における円滑な運営体制の確イ果

を図つており、地域福祉支援計画の目標通り整備できるよう市町への支援や助言を行つていく。

0 福井県内でデジタル障がい者手帳「ミライロI DJの普及啓発をお願いしたい。
現在、県およびミライロ IDを導入している県内市田丁のホームページにおいて、ミライロ |

Dの紹介や、利用可能施設等について情報発信を行つているが、利用可能施設については、民
間票業所が自らミライロ IDに登録している場合もあり集約化が困難である。
今後、ミライロの認矢[度向上および利用促進のため、市町の協力も得て、障がい福祉担当窓

□等において対象者に周矢[lを行うとともに、引き続きホームページ等で情報発信をしていく。
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大野市 竹内 紀子 視覚携゙
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大野市 西田 健二 視覚

川柳・短歌・俳句等、皆さまからの作品を募集しています。ふるってご応募 ください 1

26回 雅 隣 開催!!

}とを手、どとょ◆選tttをい !
い  つ

どこで

障がいのある人が制作した絵

画、書道、写真、手工芸等をあ

じさいホールに展示します。

抄

自 (土)10i30～ 16
日 (日 )1.0:00～16

ピングシティベル 3F

障がいのある個人やグループ

による合唱、演奏、ダンスなど

の発表をあじさいホールのス

テージで行います。

障がい者団体、施設などで障

がい者が制作したパン、クッ

キー、シフォンケーキ、ロール

ケーキや越前焼の食器類、花

びん類などをあじさいホール

のロビーにて販売します。
鞠
―

12月 6

7
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イ 報干

川I柳 |
餅巣子を包む 桜や約の乗

私も何か役に立ちたい

贅助会員ごλ会ありがとうございます !
県身障連賛助会員にご入会いただきました皆様方のご支援に対し、

心より厚 くお礼申し上げます。ご芳名を掲載させていただきます。

☆伊藤 繁輝 様  ☆中村 洋子 様  ☆はしもと治療院様
☆株式会社EIT様   ☆ジャパンルーフ株式会社 様

(―社)福井県身保障害者福祉連合会は、共生社会の実現や社会参加を推進するための啓発活動や
地域活動などをとおして、広く県民への障がい理解を深めるためにさまざまな活動に取り組んでい

ます。また、国や県の福祉施策に対しての要望も行っています。

贅助会員制度は厳しい財政状況の中で、このような活動を支える大切な制度の一つになっていま

す。是非、当連合会の趣旨にご賛同いただき、ご支援やご協力をよろしくお願いいたします。

TEL:0776-27-1632  FAX:0776-25-0267

群 藩騨試}T

11318

◆賛助会員年会費 【個人】2.000円 (一口 )

日現在 I八会臓】
10月 31

8月～1 0月八会

〔振込先〕福井銀行 松本支店   普通預金 口座番号
日座名義 一般社団法人 福井県身体障害者福社連合会

本社  〒910望 138福井県あわら市下番ア2‐ 12“ 藍L0776784455
奥遭支店〒91「 0034福井県勝山市滝波町 2‐ 102'重tOフ 79691016

この「県身障連会報」は、たけふ福祉工場で印刷 したものです。


